
 

  

  

  

公表：  2023 年  2 月 15 日                                事業所名 こどもサポート教室「きらり」新河岸校  

  
チェック項目  はい  いいえ  工夫している点  

課題や改善すべき点を踏まえ

た改善内容又は改善目標  

環

境 

・

体

制

整

備 

①  
利用定員が指導訓練室等スペースとの関係で適切で

ある  
6  

パーテーション等で児童に 

合わせたブース内環境設定 

を整える。 

 継続して臨機応変に対応して

いきます。 

②  職員の配置数は適切である  4 2 
受け入れ人数に対しての職 

員数は適切である。 
職員数の確保を行い、安全面の

強化を向上させます。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすく構造化された環境に

なっている。また、障害の特性に応じ、事業所の設備

等は、バリアフリー化や情報伝達等への配慮が適切に

なされている  

1 5 
段差がある場合など、

事前 に声掛けを行い注

意喚起を 促す。 

児童が支援に集中出来る環

境 づくりを行っていきま

す。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になって

いる。また、子ども達の活動に合わせた空間となってい

る  

3 3 
毎日の清掃、衛生管理など 

教室間で取り組んでいる。 

  現在は支援直後にも教具や 

ブース内全体の消毒を行ってお 

ります。 

業

務

改

善 

⑤  
業務改善を進めるための PDCA サイクル（目標設定

と振り返り）に、広く職員が参画している  
5 1 

適宜職員間で情報を共有し、 

振り返りを行っている 
  各自で時間管理を行い、 定

期的に職員間で話し 合いの場

を設けています。 

⑥  

保護者等向け評価表により、保護者等に対して事業

所の評価を実施するとともに、保護者等の意向等を

把握し、業務改善につなげている  

5 1 
年に一度保護者の方へ

事業 所評価のお願いを

してい る。 

  保護者からの意見には職員間 

で情報共有し日々業務改善に 

努めていきます。 

⑦  

事業所向け自己評価表及び保護者向け評価表の

結果を踏まえ、事業所として自己評価を行うとともに、

その結果による支援の質の評価及び改善の内容を、

事業所の会報やホームページ等で公開している  

6  
事業所評価についてま

と め、ホームページへ

掲載し ている。 

 支援後のフィードバック や

定期的な面談を通して 保護者

様のご意向に傾 聴していきま

す。 

⑧  
第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改

善につなげている  
 6 

今は外部評価については取 り

組めていないが、今後必 要な

場合は外部評価を行 う。 

現在は実施しておりません。今 

後の実施予定については未 

定。 

⑨  
職員の資質の向上を行うために、研修の機会を確保

している  
6  

テーマ研修や事例検討

会が 実施されている。 
発達研究所主催の研修や事 業

所内研修、外部研修などに 参

加できるよう努めていきます。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑩  

アセスメントを適切に行い、子どもと保護者のニーズや

課題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画

を作成している  

5 1 

職員間での話し合い、

保 護者とのモニタリン

グを経て 作成している 

常に客観的な視線で分 析でき

るよう心掛けます。 

⑪  
子どもの適応行動の状況を図るために、標準化された

アセスメントツールを使用している  
6  

統一したアセスメント

ツー ルを使用している 
職員全員が確認し実施して い

きます。   

⑫  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライン

の「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達支援

（本人支援及び移行支援）」、「家族支援」、「地

域支援」で示す支援内容から子どもの支援に必要な

項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内

容が設定されている  

6  

適切な対応を心掛けて

い る。 
ガイドラインは 、各スタッフ

に観 覧するよう働きかけ、支

援内容 に活かすことができる

ように改善 していきます。 

児童発達支援 事業所における自己評価結果（公表） 



 

  

 

⑬  児童発達支援計画に沿った支援が行われている  5 1 

計画についても常に確認が 

できるような体制を整え、 

計画に沿って支援を行って 

いる。 

支援計画更新や見直し前に 随

時保護者へご相談させていただ 

いております。  

⑭  活動プログラムの立案をチームで行っている  4 2 
立案については各職員で 行っ

ているが、振り返りや共 有は

チームで行っている。 

常に情報共有し、最善のプロ 

グラムとなるよう立案していま 

す。 

⑮  活動プログラムが固定化しないよう工夫している  6  

担当を一人に決めず、様々 

な職員が関わることで、活 

動プログラムが固定化しな 

いよう工夫している。 

時間を活用し、オリジナ ル教

材を作成している。  

⑯  
子どもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜

組み合わせて児童発達支援計画を作成している  
5 1 

状況に応じて集団での活動 

を取り入れている。計画に 

ついては全体的な部分での 

作成をおこなっている。 

コロナ渦では集団活動は 難し

いが、収束したら取り 組みた

い。 

⑰  
支援開始前には職員間で必ず打合せをし、その日行

われる支援の内容や役割分担について確認している  
5 1 

直接の連絡の他、クラ

ウド サービスを使いな

がら連携をとっている 

支援直前にも、前回の内容 な

ど、必要な事柄の確認をして 

います。    

⑱  

支援終了後には、職員間で必ず打合せをし、その日

行われた支援の振り返りを行い､気付いた点等を共有

している  

4 2 

直接の連絡の他、クラ

ウド サービスを使いな

がら連携をとっている 

情報の相違が無いよう、職員 

全員での情報交換を行っており 

ます。   

⑲  
日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の

検証・改善につなげている  
6  

こどもの様子や支援 内容

を具体的に記録し、 共有

している。 

記録内容も定期的に確認し 差

異が無いように努めていま 

す。 

⑳  
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の

見直しの必要性を判断している  
6  

最低でも６ヶ月に１回モニ 

タリングをおこない、計画 

を見直している。 

今後も、状況を確認しながら 

対応していきます。 

関

係

機

関

や

保

護

者

と

の

連

携 

㉑  

障害児相談支援事業所のサービス担当者会議にそ

の子どもの状況に精通した最もふさわしい者が参画し

ている  

6  

教室内の状況によって、必 ず

しもとは限らないが、でき る

かぎりふさわしい者が参加 で

きるよう努めている。 

必要に応じて対応していきま 

す。   

㉒  
母子保健や子ども・子育て支援等の関係者や関係

機関と連携した支援を行っている  
4 2 

相談支援事業所との共

有は おこなっている

が、それ以 外の部分は

行えていな い。 

相談支援事業所及び学校等、必

要に応じ て連携を行っており

ます。 

㉓  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

地域の保健、医療、障害福祉、保育、教育等の関

係機関と連携した支援を行っている  

 6 
重症心身障害を持つお

子様 がいるが、連携の

準備がで きている。 

引き続き必要に応じて準備及び

対応していきま す。  

㉔  

（医療的ケアが必要な子どもや重症心身障害 

のある子ども等を支援している場合）  

子どもの主治医や協力医療機関等と連絡体制を整

えている  

1 5 
重症心身障害を持つお

子様 がいるが、連携の

準備がで きている。 

引き続き必要に応じて準備及び

対応していきま す。 

㉕  

移行支援として、保育所や認定こども園、幼稚園、特

別支援学校（幼稚部）等との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っている  

5 1 

保育園等の情報について 

は、保護者の方からの情報 

が主となっている。 

引き続き必要に応じて準備及び

対応していきま す。   

㉖  

移行支援として、小学校や特別支援学校（小学

部）との間で、支援内容等の情報共有と相互理解

を図っている  

4 2 

現在は行っていない  保護者の方からの要望が

あっ た際に行っていま

す。 



 

  

㉗  

他の児童発達支援センターや児童発達支援事業

所、発達障害者支援センター等の専門機関と連携

し、助言や研修を受けている  

4 2 

担当者会議を実施す

ること がある。 

相談支援事業所及び学校・ グ

ループホーム等、必要に応じ 

て連携を行っております。 

㉘  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障害

のない子どもと活動する機会がある  
1 5 

個別での対応をおこなって 

いるため、交流の機会は設 

定していない。 

必要に応じて準備及び対応して

いきま す。 

 
㉙  

（自立支援）協議会子ども部会や地域の子ども・子

育て会議等へ積極的に参加している  
 6 

現在、直接的な関わり

はない 
参加機会があれば、参加してい 

きます。 

㉚  
日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子どもの

発達の状況や課題について共通理解を持っている  
6  

FB や支援中の時間に、

保 護者から話を聞く機

会を作 っている 

フィードバックの時間が無 い

時は、後日情報交換 を行うよ

うにしています。 

㉛  

保護者の対応力の向上を図る観点から、保護者に対

して家族支援プログラム（ペアレント･トレーニング等）

の支援を行っている  

 6 今年の実施はなし 

フィードバックの時間を利 用

し、対応についての助 言を行

っています。 

保

護

者

へ

の

説

明

責

任

等 

㉜  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明を行っ

ている  
6  

契約の際や変更があった時 

など適宜行っている。 
分かり易いことと誤解のな い

ことを心掛けて説明を 行って

います。 

㉝  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供

すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基づき

作成された「児童発達支援計画」を示しながら支援

内容の説明を行い、保護者から児童発達支援計画

の同意を得ている  

5 1 

相談に対して、どのよ

うな助 言や支援ができ

るか話し合 い、助言や

支援を行ってい る。 

保護者からの要望やお子様に 

変化が現れた時も。適切に対 

応していきます。 

㉞  
定期的に、保護者からの子育ての悩み等に対する相

談に適切に応じ、必要な助言と支援を行っている  
5 1 

相談に対して、どのような 

助言や支援ができるか話し 

合い、助言や支援を行って 

いる。また、定期的にモニ 

タリングを実施している。 

今後も、相談しやすい環境づく 

りに努めていきます。 

㉟  
父母の会の活動を支援したり、保護者会等を開催す

る等により、保護者同士の連携を支援している  
 6  今後、機会を作っていきます。 

㊱  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対応の

体制を整備するとともに、子どもや保護者に周知し、

相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応し

ている  

6  

相談については、迅 速

に職員同士で共有し、

対応を行っている。 

利用者様が相談しやすい環 境

づくりに努めていきます。 

㊲  

定期的に会報等を発行し、活動概要や行事予定、

連絡体制等の情報を子どもや保護者に対して発信し

ている  

3 3 

ブログや LINE を通し

て活 動概要や行事予定

の情報を発信してい 

る。 

今後も、継続して発信してい 

きます。 

㊳  個人情報の取扱いに十分注意している  6  
鍵付きのロッカーに入

れ保 管をしている。 
今後も、継続して対応してい 

きます。 

㊴  
障害のある子どもや保護者との意思の疎通や情報伝

達のための配慮をしている  
6  

可能な限り個々に応じ

た対 応を行っている。 
適切 に行うことができるよ

う、今後も 務めて参ります。 

㊵  
事業所の行事に地域住民を招待する等地域に開か

れた事業運営を図っている  
3 3 

地域住民を招待するイベン 

トは実施していない。 
機会があれば、今後検討し

ていきます。 

非

常

時

㊶  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応

マニュアル等を策定し、職員や保護者に周知するとと

もに、発生を想定した訓練を実施している  

5 1 

各マニュアルを策定し、職 

員や保護者が見えるところ 

に貼り周知している。 

保護者様も観覧することができ 

るよう改善していきます。 



 

  

等

の

対

応 

㊷  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他

必要な訓練を行っている  

6  
月に一度避難訓練を実施 し、

必要な訓練を行ってい る。 
安全な形で利用児童の 参加も

踏まえ対応できるように 検討

していきます。 

㊸  
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの

状況を確認している  
5 1 

保護者からお話があった際 

に確認を行い、職員間 で

共有を行っている。 

体調的にも変化がないか、確 

認を取って参ります。 

㊹  
食物アレルギーのある子どもについて、医師の指示書に

基づく対応がされている  
4 2 

食事の提供は行って

いない 

体調的にも変化がないか、確認 

を取って参ります。 

㊺  
ヒヤリハット事例集を作成して事業所内で共有してい

る  
6  

共有を行い再発防止の

話し 合いをしている。 
どんな些細な事であっても、話

し 合いの場を設け、適切に対

応 してまいります。 

㊻  
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する

等、適切な対応をしている  
6  

年に１回必ず虐待防止

研 修を行っている 
確認を行いながら職員 一同同

じ意識のもと適切に対 応して

いきます。 

㊼  

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについ

て、組織的に決定し、子どもや保護者に事前に十分に

説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載

している  

6  

身体拘束を行う場合には教 

室内で話し合いを行い、保 

護者へ同意書のサインをい 

ただき、行政へ連絡したう 

えで実施している。 

現在、必要な利用者はいませ 

ん。 

  

○この「事業所における自己評価結果（公表）」は、事業所全体で行った自己評価です。   



 

  

 

 

 

公表：2023 年  2 月 15 日    

  

事業所名： こどもサポート教室「きらり」 新河岸校         保護者等数（児童数）：10  回収数：7     割合：70 ％  

 

  
チェック項目  はい  

どちらともい

えない  いいえ  わからない ご意見  ご意見を踏まえた対応  

環

境 

・体

制

整

備 

①  
子どもの活動等のスペースが十分に確保されている

か            
7    

人数に配慮した環

境作りがされてい

る。 

引き続き継続いたしま

す。 

②  職員の配置数や専門性は適切であるか     7    
そう思う。 状況に応じて補助の指導

員を配置いたします。 

③  

生活空間は、本人にわかりやすい構造化された環

境になっているか。また、障害の特性に応じ、事業

所の設備等は、バリアフリー化や情報伝達等への

配慮が適切になされているか                  

3  4  

そう思う。 引き続き、安全にご 利用

いただけるよう声掛けや

張り紙等で注意 を呼び掛

けして参ります。 

④  

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境 

となっているか。また、子ども達の活動に合わせた空

間となっているか        

7    

そう思う。 今後もご要望やご意見 を

聞きながら対応していき

ます。 

適

切

な

支

援

の

提

供 

⑤  

子どもと保護者のニーズや課題が客観的に分析さ

れた上で、児童発達支援計画が作成されているか  7    

そう思う。 モニタリングやアセスメ

ント を行い、支援の様子

を 踏まえて会議を行い計

画 書を作成しています。 

⑥  

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドライ

ンの「児童発達支援の提供すべき支援」の「発達

支援（本人支援及び移行支援）」、「家族支

援」、「地域支援」で示す支援内容から子どもの支

援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具

体的な支援内容が設定されているか  

6   1 

そう思う。 利用者様の状態に合わ せ

たプログラムを組むため

に、ミーティングを行っ

ております。 

⑦  児童発達支援計画に沿った支援が行われているか  7    

そう思う。 今後も支援 内容変更時に

は相談させ ていただき、

計画を変更していき ま

す。 

⑧  
活動プログラムが固定化しないよう工夫されている

か  
7    

指導員が沢山いて

固定でない為、毎

回違ったやり方で

新鮮さがあり、子

どもにあっている

と思っています。 

今後も様々な療育支援を

提供いたします。 

⑨  
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、障

害のない子どもと活動する機会があるか  
2 1 1 3 

利用始めたばかり

で分かりません。 

ご希望があれば考えた

い。 

保

護

者

へ

の

説

⑩  
運営規程、利用者負担等について丁寧な説明が

なされたか  
7    

契約時に説明を受

けました。 

ご契約時に説明させてい

ただいている。 

⑪  

児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提

供すべき支援」のねらい及び支援内容と、これに基

づき作成された「児童発達支援計画」を示しなが

ら、支援内容の説明がなされたか  

7    
最初に説明は受け

た。 

引き続き継続していきま

す。 

児童発達支援 保護者等からの事業所評価の集計結果（公表） 



 

  

明

等 ⑫  
保護者に対して家族支援プログラム（ペアレント・ト

レーニング等）が行われているか  
1  1 5 

利用始めたばかり

で分かりません。 

ご希望があれば考えた

い。 

 

⑬  

日頃から子どもの状況を保護者と伝え合い、子ども

の発達の状況や課題について共通理解ができてい

るか  

7    

不安な事など伝え

ると次回の支援に

盛り込んでいただ

け対応してもらえ

るので嬉しいで

す。 

お子様の発達段階にアン

テナを張り、ご満足いた

だける療育支援を提供い

たします。 

⑭  
定期的に、保護者に対して面談や、育児に関する

助言等の支援が行われているか  
4 1  2 

利用始めたばかり

で分かりません。 

保護者の育児に対する不 

安等ある場合は事業所 内

相談に繋げるようにして

いる。 

⑮  

父母の会の活動の支援や、保護者会等の 

開催等により保護者同士の連携が支援されている

か  

 1 2 4 
利用始めたばかり

で分かりません。 

保護者が交流できる機会

を持てるよう検討し てい

きたい。 

⑯  

子どもや保護者からの相談や申入れについて、対

応の体制が整備されているとともに、子どもや保護

者に周知・説明され、相談や申入れをした際に迅

速かつ適切に対応されているか  

6   1 

まだ相談をしたこ

とはないが、 最後

に何かあるかを 毎

回聞いて下さる。 

何かご相談等あれば、す 

ぐに対応できるように心

が けていきます。 

⑰  
子どもや保護者との意思の疎通や情報伝達のため

の配慮がなされているか  
7    

スマホアプリなど

を通じて、連絡は

取りやすくレスポ

ンスも早い為とて

も助かっていま

す。 

今後も連絡漏れがないよ

う職員全体で情報共有し

て参ります。 

⑱  

定期的に会報やホームページ等で、活動概要や行

事予定、連絡体制等の情報や業務に関する自己

評価の結果を子どもや保護者に対して発信されて

いるか  

4   3 

LINE なども活用し

て最新の情報を発

信してくださり、

助かっています。 

引き続き、様々なツール

を活用してお客様に役立

つ情報を発信いたしま

す。 

⑲  個人情報の取扱いに十分注意されているか  7    
利用始めたばかり

で分かりません。 

鍵のついたキャビネット

で 保管している。 

非

常

時

等

の

対

応 

⑳  

緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対

応マニュアル等を策定し、保護者に周知・説明され

ているか。また、発生を想定した訓練が実施されて

いるか  

2 1  4 

説 明 は 受 け ま し

た。 

契約時に災害時の支援 に

ついての説明書をお渡 し

している。 

㉑  
非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出、そ

の他必要な訓練が行われているか  
6 1   

利用始めたばかり

で分かりません。 

消防・防災計画の作成を 

行っています。随時、訓

練 等を行っています。 

満

足

度 

㉒  子どもは通所を楽しみにしているか  7    

とても楽しみにし

ていてご褒美のよ

うな扱いです。 

きらりに来るのを

楽しみにしていま

す。 

今後も皆様に愛される教

室づくりに努めて参りま

す。 

㉓  事業所の支援に満足しているか  7    

通い始めて数か月 

たちますが、明ら

か に出来ることが

増 え、とても満足

して います。 

ご利用者様が楽しい 居場

所、成長が感じられ る支

援を提供していきます。 

  

○この「保護者等からの事業所評価の集計結果（公表）」は、保護者等の皆様に「保護者等向け児童発達支援評価表」に

より事業所の評価を行っていただき、その結果を集計したものです。  


